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平成 18 年 3 月 22 日 

会 社 名 神 鋼 商 事 株 式 会 社
代表社名 代表取締役社長 森 脇 亞 人

（コード番号  8075  東証・大証第一部）

問合せ先 総務部長    角 谷 和 昭

（TEL 03-3276-2036）

 
 

業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 11 月 10 日の中間決算発表時に公表しました、
業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 

 

Ⅰ．平成 18 年 3 月期通期業績予想の修正 (平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日) 

(1) 連結通期業績予想 

                                   (単位：百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (A) 580,000 6,100 2,500

今 回 修 正 予 想 (B) 586,000 6,800 2,800

増 減 額 (B-A) 6,000 700 300

増 減 率 (%) 1.0 11.5 12.0

(ご参考) 

前 期(平成 17 年 3月期実績) 
522,123 5,013 582

 

(2) 個別通期業績予想 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (A) 535,000 4,600 1,800

今 回 修 正 予 想 (B) 535,000 5,000 1,900

増 減 額 (B-A) － 400 100

増 減 率 (%) － 8.7 5.6

（ご参考） 

前 期(平成 17 年 3月期実績) 
481,543 3,931 24

 

(3) 通期業績予想修正の理由 

 〔連結〕 

   当期の連結業績は、自動車、造船、建設機械等の製造業において、国内外の好調な需要が継続

したことにより、鉄鋼を中心に非鉄金属、機械・情報、溶材の各コア事業がともに順調に推移し、

売上高は 5,860 億円、経常利益は 68 億円、当期純利益は 28 億円と、それぞれ前回予想を上回る
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見込みとなりました。なお、特別利益として、超過積立年金資産（退職給付信託）の一部返還に

伴う数理計算上の差異償却益約 4億 50 百万円等を、特別損失として減損損失約 16 億円等を計上

する予定であります。 

    〔個別〕 

         当期の個別業績は、売上高は前回予想と変更ありませんが、経常利益は 50 億円、当期純利益

は 19 億円と前回予想をそれぞれ上回る見込みです。なお、連結業績と同様に特別利益として、

超過積立年金資産（退職給付信託）の一部返還に伴う数理計算上の差異償却益約 4 億 50 百万

円等を、特別損失として減損損失約 15 億円等を計上する予定であります。 

  

Ⅱ．期末配当予想の修正 

 

  当期の期末配当については、株主の皆さまに対する利益還元を経営の重要課題の一つに位置付

けており、当期の業績見通しおよび内部留保の状況を勘案し、期末配当予想を次のとおり１株あ

たり５円と修正いたします。 

 

 

 

 中 間 期 期 末 年 間 

前 回 発 表 予 想 － 4 円 00 銭 4 円 00 銭

今 回 修 正 予 想 － 5 円 00 銭 5 円 00 銭

（ご参考） 

前 期(平成 17 年 3月期実績) 
－ 2 円 50 銭 2 円 50 銭

 

 

    なお、上記の業績見通しは、現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、 

リスクや不確実性を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異な 

る結果となり得ることをご承知置きください。 

 

 

以 上 


